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算数科教育 

 

統合的・発展的に考察する力を育成する算数科指導の工夫 
― 振り返り活動における児童の問いを起点にした授業展開を通して ― 

                                      

尾道市立西藤小学校 大空 優紀 

                                      

研究の要約 

本研究は、統合的・発展的に考察する力を育成する算数科指導の工夫について考察したものである。文

献研究を基に、統合的・発展的に考察する力を育成するためには、振り返り活動における児童の問いを、

算数・数学の問題発見・解決の過程の起点として授業を展開していくことが有効であると考えた。そこで、

毎時間の授業の振り返り活動において、問題を解く「手がかり」となったことと、「手がかり」を基に考え

た「新しい算数の？（はてな）」を振り返りシートに記述させた。次の時間の授業では、前時に書いた記述

を交流し、それを基に新たな数学的な事象を考察させた。その結果、児童は多くの事柄の中から共通して

言えることを見いだしてまとめていくこと、さらに、まとめたことを活用して新しい事柄を発見していく

ことができるようになり、本研究の手立ては統合的・発展的に考察する力を育成するために有効であるこ

とが分かった。 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

学習指導要領（小・中学校平成29年告示、高等学

校平成30年告示）では、小・中・高等学校の算数・

数学科における目標をなす資質・能力はいずれも三

つの柱で構成されており、「思考力、判断力、表現力

等」の柱に該当する目標には、共通して「統合的・

発展的に考察する力」を養うことが示されている。

小学校では基礎的・基本的な数量や図形の性質など

を見いだすこと、中学校では数量や図形などの性質

を見いだすこと、高等学校では事象の本質や他の事

象との関係を認識することで、それぞれ統合的・発

展的に考察する力を養うことが求められている。こ

のことから、統合的・発展的に考察する力は、算数・

数学科の学習において、小学校段階から高等学校段

階まで継続的に育成する必要があることが分かる。 

統合的・発展的に考察する力については、小学校

学習指導要領（平成29年告示）において、算数科の

目標として、「基礎的・基本的な数量や図形の性質な

どを見いだし統合的・発展的に考察する力を養う」

ことが示されている(1)。加えて、小学校学習指導要

領（平成29年告示）解説算数編（平成30年、以下「解

説」とする。）においては、「算数を統合的・発展的

に考察していくことで，算数の内容の本質的な性質

や条件が明確になり，数理的な処理における労力の

軽減も図ることができる。」１）とされている。このこ

とから、算数の内容の本質的な性質や条件を児童が

捉えることができていれば、算数の問題の出題のさ

れ方が変わっても、児童自身が既習の学習内容との

つながりを見いだし、問題を解決することができる

のではないかと考える。 

令和４年度全国学力・学習状況調査の小学校算数 

４（１）の「正方形のプログラムの作成の仕方を解

釈し、正三角形のプログラムの修正の仕方を考察し、

言葉と数を用いて記述する問題」の所属校の正答率

は31.6％であり、全国平均48.8％や県平均48.9％を

大きく下回った。この問題は、統合的・発展的な考

察が必要となる問題であるが、誤答であった児童の

うち78.6％が、正三角形の意味や性質を基に、プロ

グラムの修正すべき部分を選択することはできてい

たが、正方形のプログラムにおける構成の仕方を基

に、正三角形の場合の回転の向きや回転の大きさを

正しく記述することができていなかった。この結果

を踏まえ、所属校の児童には、統合的・発展的に考

察する力に課題があると考え、本主題を設定した。              

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 統合的・発展的に考察する力を育成する学習指

導とは 

(1) 統合的・発展的に考察する力とは 

「統合・発展」、「統合的・発展的な考察」と「統

合的・発展的に考察する力」の関係について、図１
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のように整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 統合・発展、統合的・発展的な考察、統合的・発展

的に考察する力の関係 

 

「統合・発展」については、片桐重男（2017）の

考えを基に、数学的な考え方であると捉えた(2)。統

合と発展の関係について、片桐は、「発展させること

によって，そこで得られたものが同じ考えによるも

のであり，同じ構造をもったものであると統合でき

るのである。またそして統合することによって，本

質的条件が明らかになり，それによってさらに新し

い問題や新しい解を見出していくことが可能になっ

てくる。すなわち発展的にみていくことが期待でき

る。」2)と述べている。このことから、統合が起こる

と発展し、発展が次の統合につながっていくと捉え

ることができ、統合と発展が相互に作用するもので

あることが分かる。 

「統合的・発展的な考察」については、統合・発

展の考え方を使って考えることであるとし、片桐の

示した統合の三つの類型と発展の二つの類型を基

に、筆者が想定した算数の授業での統合的・発展的

な考察の場面を示した。 

「統合的・発展的に考察する力」については、多

くの事柄の中から、共通して言えることを見いだし

てまとめていく力、さらに、まとめたことを活用し

て新しい事柄を発見していく力であるとした。 

「解説」では、数学的な見方・考え方を働かせな

がら学習することで資質・能力が育成され、このよ

うな学習を通して、数学的な見方・考え方も更に豊

かで確かなものになるとされている(3)。 

このことから、「統合・発展」の考え方を使って「統

合的・発展的に考察する」ことで、「統合的・発展的

に考察する力」は育成されると考える。 

(2) 統合的・発展的に考察する力を育成する学習過

程 

統合的・発展的に考察する力は、算数科で育成す

べき資質・能力である。「解説」には、「資質・能力

を育成するためには，学習過程の果たす役割が重要

である」3)と示されている。 

「算数・数学の問題発見・解決の過程」について、

「解説」では、図２のように示し、「『日常生活や社

会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，

問題を解決し，解決過程を振り返り得られた結果の

意味を考察する，という問題解決の過程』と，『数学

の事象について統合的・発展的に捉えて新たな問題

を設定し，数学的に処理し，問題を解決し，解決過

程を振り返って概念を形成したり体系化したりす

る，という問題解決の過程』の，二つの過程が相互

に関わり合って展開する。」4）としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 算数・数学の問題発見・解決の過程 5) 

 

 統合的・発展的に考察する過程は、図２の【数学

の世界】のＤ２の部分である。このように、統合的・

発展的に考察する過程は、算数・数学の問題発見・

解決の過程の一部である。 

そのため、特に図２における【数学の世界】の過

程を繰り返し経ることは、統合的・発展的に考察す

る力を育成する上で大切であると考える。 

(3) 統合的・発展的に考察する力を育成する単元構

想 

 広島県教育資料（令和５年）には、「主体的・対話

的で深い学びの実現」のための「「本質的な問い」に

よる授業改善」が示されている。同資料では、「単元

を構想する際，カリキュラムを構成する問いを階層

に分けて構造化すると，「本質的な問い」，「単元を貫

く問い」，「個別の問い」の三つの階層に整理するこ

とができる。」6)とし、図３のように示されている。 

統合的・発展的に考察する力を育成するために、

このような「本質的な問い」を基に単元構想を行う

ことは、児童に捉えさせたい算数の内容の本質的な
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性質や条件が明確になり、そのために児童にどのよ

うなことを考えさせることができればよいのかが明

らかになるという点で有効であると考える。単元を

構想する際にこの三つの問いを設定する。この三つ

の問いを意識した学習指導を行うことで、児童から

新たな問いが生まれたり、三つの問いに対する児童

の考察が深まったりし、ある算数の内容の本質的な

性質や条件について単元の学習を通して考え続ける

ことになると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ カリキュラムを構成する問いの三つの階層 7) 

 

２ 振り返り活動における児童の問いを起点にし

た授業展開について 

(1) 授業における児童の問いについて 

「解説」では、「「この数学的な見方・考え方を働

かせると問題を解決できるのではないか。」「図で答

えを出したが式でも表せないだろうか。」「いくつか

の考え方が出されたが，いつでも使える方法はどれ

だろうか。」「この問題を解決できたポイントは何だ

ろうか。」「さらに，問題場面を少し変えると，結論

はどうなるのだろうか。」など，児童が算数の問題を

解決する活動を遂行する上で必要な問いを自らもつ

ことで，数学的活動を自ら遂行することができるよ

うになる。」8)と示されている。このように、授業に

おいて児童の問いは、様々な場面で生まれることが

予想される。「解説」には、児童の問いとして上記の

五つが例示されているが、特に後半の三つの問いは、

統合的・発展的な考察と関連があると考えられる。

また、授業では、児童の問いだけでなく、教師が児

童に投げかける問いもあるが、児童が統合的・発展

的に考察し、問いを生み出す場面においては、条件

や観点を変更する主体が、教師ではなく、児童にな

るようにすることが大切であると考える。 

(2) 振り返り活動における児童の問いとは 

「解説」において、算数・数学の問題発見・解決

の過程の一つについて、「算数の学習場面から問題を

見いだし解決したり，解決の過程や結果を振り返っ

て統合的・発展的に考えたりする」9)と示されている

ように、統合的・発展的に考察するためには、問題

解決の過程や結果を振り返ることが大切である。そ

れぞれの児童が、問題解決後にその解決の過程や結

果を改めて振り返る活動を設定する必要がある。 

石井英真（2020）は、授業の「終末（まとめ）」を、

「その授業における学びのプロセスを振り返った

り，その到達点を確認したりして，子どもの意識を

次の学習課題へとつないでいく段階」10)とし、「引っ

かかりやもやもやを引きずりながら次の授業を待つ

ような心持ちを生み出すことで，それがずっと頭か

ら離れないということでなくても，もやもやしたま

ま終わった課題がふと頭をよぎりそれについて考え

る機会が断続的に生まれることで，学びにつながり

が生まれ，一時間の授業がまるごと次の時間の授業

の導入になっていくのです。」11)と述べている。この

ように、振り返り活動においては、「～ができた。」

「～が分かった。」などの知識・技能的な面を振り返

るだけでなく、問題解決のために必要な見方・考え

方は何だったのかについて振り返る。その上で、次

にどんな問題を解決することができるのか、いつも

使える考え方なのか、他の考え方を使っても解ける

のかなど、児童から生まれた問いが次の時間の授業

で活用されるようにすることが望ましいと考える。

そこで、授業の終末において、児童の問いを記述さ

せる振り返り活動を設定する。 

(3) 振り返り活動における児童の問いを起点にした

授業展開とは 

本研究では、算数・数学の問題発見・解決の過程

の起点を、振り返り活動における児童の問いとして、

授業を展開していく。まず、問題解決の過程や結果

を振り返り、共通して言えることに気付かせ、児童

から生まれた問いを記述させる振り返り活動を行

う。次に、振り返り活動で児童が記述した問いを基

に、新たな数学的な事象を考察させる。考察の際に

は、児童が条件を変更した部分と既習事項が比較で

きるように工夫する。単元の学習を通してこのよう

な授業展開をしていくことで、更なる統合的・発展

的な考察につなげることができると考える。 

 

３ 統合的・発展的に考察する力を育成する単元イ

メージ・授業イメージ 

(1) 単元イメージについて 

まず、単元を構想するに当たって、教師の「本質

的な問い」の設定により、その単元の学習で児童に
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付けたい力を教師が明確にする。単元の学習の導入

では、単元の学習終了時にどんな力が付いていれば

よいのか、児童がイメージをもてるような学習活動

を行い、「単元を貫く問い」を児童と共有する。 

次に、単元の学習を通して、統合的・発展的な考

察を繰り返すような授業を展開していく。本研究で

は、単元の学習を通して、図４のような、一枚の振

り返りシートを用いた振り返り活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 振り返りシート 

 

児童には、毎時間の学習の終末にこのシートを記

入させる。児童が記入する欄は主に三種類ある。ま

ず、図４の①の欄には、その時間の学習問題を解く

「手がかり」となった考えについて記入させる。「手

がかり」とは、児童に統合的な考察を促すためのキ

ーワードである。次に、図４の②の欄には、①で記

入した「手がかり」を使えば「～なこともできるの

ではないか。」などの問いを記入させる。これについ

ては、児童に「手がかり」を基に考えた「新しい算

数の？（はてな）」という示し方をすることで、考察

の範囲を広げるイメージをもたせる。この児童の問

いを教師が精選し、次の学習のめあてに活用する。

精選する際には、次の学習問題と関連のある問いを

選ぶようにする。図４の③の「問いに対する自分の

考え」の欄には、全体では取り上げられなかった場

合にも、次時以降に自分の問いを振り返り、その問

いに対する自分の考えを記入させる。単元の終末に

おいては、図４の④の欄には、単元の学習全体を振

り返ってどんな「手がかり」を使ってきたか記入さ

せるとともに、これからの学習に向けて、「これらの

「手がかり」を基に考えると、～こともできるので

はないか。」などの問いを記入させる。この単元終末

の問いについては、実態に応じて、グループもしく

は個人で、発表する場を設ける。 

この振り返りシートを用いるに当たって、具体的

な例を提示しながら、書き方について事前に説明し、

振り返りについての児童との共通認識を図るように

する。また、自分が書いた問いについて後日振り返

るように指導する。この際、実際にできたかどうか

という結果ではなく、予想したことを振り返るとい

う過程が重要であることや、現時点では結果が分か

らないが、学年の進行に伴い結果が明らかになる場

合もあることを児童に伝えておく。 

 このように、児童が単元終了時の目標に向かって、

自分が立ててきた問いや、それぞれの学習において

問題を解く「手がかり」となった事柄を振り返りな

がら学習を進めていくことで、繰り返し統合的・発

展的に考察できるようにする。 

(2) 授業イメージについて 

表１の授業イメージは、文部科学省（平成28年）

「教育課程部会教育課程企画特別部会資料３－２①

（別添４－３）」を基に、筆者が独自に作成した。 

 

表１ 授業イメージ 

 

表１で示したように、授業の導入において、振り

返り活動における児童の問いの中から、本時の学習

問題と関連のある問いをいくつか精選して取り上

げ、全体で共有する。次に、教師が学習問題を設定

児童の算数・数学の 

問題発見・解決の過程 
教師の手立てと児童の学習活動 

１．疑問や問いの気付き 

 

 

 

 

Ｔ：振り返り活動における児童の問いを取り

上げ、全体で共有する。 

Ｓ：共有された問いに対する自分の予想をも

つ。 

２．問題の設定 

 

 

Ｔ：学習問題を設定する。 

Ｓ：めあてを設定する。 

３．問題の理解、 

解決の計画 

 

Ｓ：学習問題に対する解決の見通しをもつ。 

４．解決の実行 

 

Ｓ：学習問題の自力解決や集団解決を行う。 

５．解決したことの検討 

 

 

Ｓ：互いに自分の考えを表現し伝え合う。 

  めあてに対する結果をまとめる。 

６．解決過程や結果の振

り返り、新たな疑問

や問いの気付き 

Ｓ：振り返りシートの①②の欄を記入する。

場合によっては、③の欄も記入する。 

【統合的・発展的な考察】 
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し、その後、児童がめあてを設定する。児童がめあ

てを設定する際には、導入で共有した問いが活用さ

れると考える。授業の終末では、めあてに対しての

結果をまとめる。このように児童がめあてを設定し、

結果をまとめることで、教師主導ではなく、児童が

自ら課題を発見し、解決していると感じられるよう

にする。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

振り返り活動における児童の問いを起点にした授

業展開を行えば、児童の統合的・発展的に考察する

力を育成することができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について、表２に示す。 

 

表２ 検証の視点と方法 

 検証の視点 方法 

１ 

児童の統合的・発展的に考察

する力に関わる意識の変容

につながったか。 

児童アンケート 

２ 
統合的・発展的に考察する力

を育成することができたか。 

プレテスト 

ポストテスト 

振り返りシートの記述 

 

Ⅳ 研究授業について 

〇 期 間 令和５年６月22日～令和５年７月10日 

〇 対 象 所属校第５学年（１学級30人） 

〇 単元名 小数のわり算の世界を広げよう 

〇 目 標  

除数が小数の場合の除法の意味について理解し、

その計算の仕方を図や式を用いて考える力を養うと

ともに、除数が小数の場合の除法の計算の仕方を除

法の性質や数学的表現を用いて考えた過程を振り返

り、除法の意味をとらえ直したり今後の生活や学習

に活用しようとしたりする態度を養う。 

〇 単元計画（全10時間） 

単元計画について、表３に示す。 

 

表３ 単元計画 
【本質的な問い】 

・わり算の学習で大切な見方や考え方は何だろう。 

【単元を貫く問い】 

・わる数が小数のときのわり算の学習で大切な見方や考え方は何だろう。 

【個別の問い】 

・なぜ、この式になるのだろう。 

・何を求めることについて考えてきたのか。 

・今までの学習と同じところ、違うところはどこだろう。 

・数直線図を使うよさは何だろう。 

・商はどこまで計算すればよいのだろう。 

・なぜ、わり算の学習なのに、かけ算を使って考えることができたのか。 

学習活動 

児童の思考 

（☆問題を解く「手がかり」、★「手がかり」を基に考

えた「新しい算数の？（はてな）」として想定したもの） 

小
数
の
わ
り
算
の
意
味
（
１
） 

１ 単元の学習の

ゴールイメージ

をもつ。既習の除

法の学習を振り

返る。また、既習

の倍の見方を活

用して、除法の意

味を捉え直す。 

☆整数÷整数、小数÷整数、わり算の筆算は前に学習し

た。 

★小数をかける計算を学習したけれど、小数でわる計

算はできるかな。 

☆300円を2.5等分することはできないけれど、倍の見

方を使ったら式の説明ができる。また、わる数が小数

のときも、整数のときと同じように、わり算の式をた

てることができる。 

★300÷2.5はどのように計算するのかな。 

 

小
数
の
わ
り
算
の
計
算
の
仕
方
（
４
） 

２ 整数÷小数の

計算の仕方を、数

直線図を用いて

考える。 

☆2.5は、0.1の25こ分だと考えて、計算することができ

る。 

☆わられる数とわる数を10倍しても、１にあたる大き

さは変わらないことを使えば答えが求められる。 

☆整数の計算になるような式にして、１にあたる大き

さを求めている。 

★小数÷小数のときも同じように計算できるのかな。 

３ 小数÷小数の

計算の仕方を、除

法の性質を基に

考える。 

☆わる数を整数にしたら計算できそうだ。 

☆わり算の性質を使えば、習った筆算に直して計算で

きる。 

★わり算の性質を使えば、小数÷小数の筆算の問題も

解けるかな。 

４ 除法の性質を

基に、小数÷小数

の筆算の仕方を

考える。 

☆小数÷小数の筆算でも、わり算の性質を使えば、整数

÷整数の筆算のときと同じように計算できる。 

★わる数が小数で、わられる数よりわる数が大きいと

きはどのように計算するのかな。 

５ 小数÷小数の

筆算（商が純小数

の場合、被除数に

０を補う場合）の

仕方を考える。 

☆わり算の性質を使って、わる数が整数のときと同じ

ように計算することができた。 

★わる数が１より小さいときの筆算もできるのかな。 

商
に
着
目
し
て
考
え
る
（
３
） 

６ 純小数でわっ

たときの、商と被

除数の大きさを

比較する。 

☆１より小さい数をかけると積はかけられる数より小

さくなった。わり算はその逆で、わる数が１より小さ

いとき、商はわられる数より大きくなる。 

☆わり算の答えは、いつもわられる数より小さくなる

とは限らない。 

★小数÷小数のわり算で、余りが出る問題も解けるか

な。 

７ 余りのある小

数の除法の筆算

の仕方を考える。 

☆図や検算で、余りの大きさを確かめられた。 

☆小数のわり算において、余りの小数点は、わられる数

のもとの小数点にそろえて打つ。 

★小数÷小数の筆算でわりきれないときは、どうすれ

ばよいのだろう。 

８ 小数の除法で

わり切れない場

合の商の表し方

を考える。 

☆わり算では、わりきれないときや、商のけた数が多い

ときなどに、商を概数で表すことがある。 

★商が１より小さいときは、どのように概数に表した

らよいのだろう。 

ま
と
め
（
２
） 

９ 学習内容の定

着を確認すると

ともに、数学的な

見方・考え方を振

り返り価値付け

る。 

☆わり算はかけ算の逆算だから、わり算の式を立てる

ときや、答えを確かめるときにかけ算を使うことが

できる。 

★〇÷△を、△÷〇にすると、何が求められるのだろ

う。 

10 学習内容の定

着を確認すると

ともに、数学的な

見方・考え方を振

り返り価値付け

る。 

☆わる数が小数のわり算の筆算では、わる数が整数の

わり算と式の立て方、筆算の仕方などが同じだ。 

☆小数÷小数や整数÷小数は、小数÷整数のときと同

じように、わり算の性質を使って、整数にして計算す

ればできる。 

☆わる数が小数のときのわり算は、数直線図をかくこ

とで、式を立てたり、式の説明をしたり、答えの大き

さを確かめたりすることができた。 

☆わり算では、商はわられる数よりも小さくなると思

っていたけれど、大きくなることもある。 

★分数のわり算のときも、わり算の性質が使えるので

はないかな。 

★数直線図をかくと、それぞれの数の関係が分かるか

ら、どの部分が□になっていても求められるのでは

ないかな。 

★商をどこまで計算するかは、問題の条件や計算の目

的に合わせればよいのではないかな。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

表２で設定した検証の視点について、以下のよう

に分析及び考察する。 

 

１ 児童の統合的・発展的に考察する力に関わる意

識の変容につながったか 

研究授業の実施前後に、同じ内容で児童アンケー
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トを行い、意識の変容を調査した結果を表４に示す。

五つの質問に対して、「５ よく当てはまる」「４ 当

てはまる」「３ どちらとも言えない」「２ 当ては

まらない」「１ まったく当てはまらない」の５段階

で回答を得た。 

 

表４ 児童アンケートの結果 
番号 質問内容  ５ ４ ３ ２ １ 

１ 

算数の問題を解くときに、

これまで学んだことが活用

できないか考えます。 

前 33％ 33％ 30％ ４％ ０％ 

後 41％ 44％ 11％ ４％ ０％ 

２ 

問題を解いた後、どのよう

に考えたら問題をより良く

解くことができたかを振り

返ります。 

前 30％ 37％ 30％ ３％ ０％ 

後 33％ 41％ 22％ ４％ ０％ 

３ 

前に学習した内容と新しく

学習した内容のつながりを

考えます。 

前 11％ 26％ 52％ 11％ ０％ 

後 26％ 41％ 26％ ４％ ３％ 

４ 

問題を解いて分かったこと

を活用して、さらに新しい

ことを発見しようとしま

す。 

前 15％ 44％ 11％ 30％ ０％ 

後 19％ 52％ 22％ ７％ ０％ 

５ 

問題を解いた後に、ほかの

方法でも解けないか考えま

す。 

前 41％ 41％ 11％ ７％ ０％ 

後 26％ 48％ 15％ ７％ ４％ 

 

表４から、質問番号１～４については、肯定的な

回答が増えていることが分かる。しかし、質問番号

５については、肯定的な回答は減っている。これは、

質問番号５よりも質問番号４のように思考する場面

が多かったことが理由として考えられる。 

 また、質問番号３と質問番号５において、事前ア

ンケートでは「３ どちらとも言えない」を選択し、

事後に、「１ まったく当てはまらない」を選択した

児童が、それぞれ１人ずついた。該当児童に聞き取

りを行ったところ、「前のアンケートのときは、自分

ができているかどうか分からなかったけれど、今は

できていないと思った。」と回答していた。このこと

から、アンケートの結果は否定的な回答に変化して

いるが、統合的・発展的な考察とはどのようなもの

なのかということが児童に意識付けられたと考え

る。 

以上のことから、児童の統合的・発展的に考察す

る力に関わる意識の変容につながったと考える。 

 

２ 統合的・発展的に考察する力を育成することが

できたか 

(1) プレテスト・ポストテストの結果から 

プレテスト・ポストテストを図５に示す。プレテ

スト・ポストテストでは、それぞれ①と②のような

二つの問題を設定した。この問題は、筆者が定めた

統合的・発展的に考察する力と関連した内容である。

プレテスト・ポストテストの解答類型を表５、クロ

ス集計の結果を表６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ プレテスト・ポストテスト 

 

表５ 解答類型 

段階 解答分類 

Ⅳ 
ＡとＢから共通して言える考え方を答え、それを基に作問できてい

る。 

Ⅲ 
ＡとＢから共通して言える考え方を答えることはできているが、それ

を基に作問できていない。 

Ⅱ 
ＡとＢから共通して言える考え方を適切に表現できていないが、作問

することはできている。 

Ⅰ ＡとＢの共通点を見いだすことも、作問することもできていない。 

※ＡとＢから共通して言える考え方としては、計算の仕方の工夫や計算に関し

て成り立つ性質が挙げられる。「どちらも小数のかけ算だ。」のように考え方に

着目していない解答や、「どちらも×□している。」のように共通して言える考

え方を適切に表現できていない場合は不正解とした。 

※児童が作った問題について、ＡやＢの数値を変えただけの問題など、①で答え

た考え方を活用して問題を作成できていない場合には不正解とした。 

 

表６ プレテストとポストテストの結果 
 ポストテスト 

 

プレテスト 
Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

Ⅳ ９児童Ｄ・Ｃ    ９ 

Ⅲ  ７児童Ａ、Ｃ １ １ １ 10 

Ⅱ   １  １ 

Ⅰ ４児童Ｂ・Ｃ １児童Ｄ-Ｃ １  ６ 

計 20 ２ ３ １ 26 

【プレテスト】

 

 
【ポストテスト】 
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表６から、ポストテストにおいて、13人の児童の

結果が向上したことが分かる。 

 児童Ａの解答を図６に示す。児童Ａは、プレテス

トでは、ＡとＢから共通して言える考え方を答える

ことができていたが、その考え方を適切に活用して

問題を作ることができていなかった。ポストテスト

では、ＡとＢから共通して言える考え方と問題が合

うように記述している。さらに、問題の答えの求め

方に条件を設定している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 児童Ａのプレテスト・ポストテストの記述の変容 

 

児童Ａ以外にも、プレテストとポストテストの解

答を比較すると、無解答から正答に変わったり、Ａ

とＢから複数の共通点を答えられるようになってい

たりする児童も多くいた。ポストテストでは、文章

題を作成していたり、複数の問題を作成していたり

するなどの多様な解答も見られた。 

以上のことから、児童の統合的・発展的に考察す

る力を伸ばすことができたと考える。 

(2) 振り返りシートの記述から 

ア 児童の振り返りシートの変容 

本単元の学習を通して、振り返りシートにおいて、

問題を解く「手がかり」と「手がかり」を基に考え

た「新しい算数の？（はてな）」の両方を記述できる

ようになった児童は、学級全体の88％だった。 

児童Ｂの振り返りシートの記述の変容を図７に示

す。問題を解く「手がかり」の欄は、初めは、授業

の「まとめ」の文言をそのまま使って記述していた

が、徐々に、問題を解くときに特に大切だと考えた

ことを自分の言葉でまとめて記述するようになっ

た。「手がかり」を基に考えた「新しい算数の？（は

てな）」は、初めは記述することができなかったが、

複数の問いを記述できるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 児童Ｂの振り返りシートの記述の変容 

 

児童Ｃの振り返りシートにおいては、前後の記述

につながりが見られた。児童Ｃの記述の一部を図８

に示す。児童Ｃは、教師のフィードバックを基に、

前に自分が記述した問いを振り返っている。例えば、

「0.~などの筆算も解けるかな？」という児童Ｃの

記述に対し、教師が、「どこが0. ~になるのかな？ 

わる数？ わられる数？ 商？ どれもできる？」

とフィードバックしたところ、児童Ｃは「問いに対

する自分の考え」の欄に「商が0. ~ならできる。」と

記述した。後日、わる数が１より小さい場合のわら

れる数と商の大きさの関係を比べる学習をすると、

この三つの数の関係を適切にまとめることができて

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 児童Ｃの振り返りシートの記述の一部 

 

児童Ⅾは、学習したことを広く振り返り、前に学

習した内容と新しく学習した内容、さらに、次に学

習する内容とのつながりを捉え、「この学習を終え

て」「これからの学習へ」の欄を記述することができ

ていた。児童Ⅾの振り返りシートの記述の一部を図

９に示す。児童Ⅾは、「この学習を終えて」には、わ

り算の性質が使えること、わられる数とわる数と商

 

か 

 

 

【プレテスト】 

【ポストテスト】 
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の関係、余りの表し方など、今までのわり算の学習

との共通点や相違点について記述していた。「これか

らの学習へ」には、小数のわり算の学習以外でも数

直線図などの図が活用できること、この学習が分数

のわり算の学習につながることについて記述してい

た。 

 

 

 

 

 

 

図９ 児童Ｄの振り返りシートの記述の一部 

 

本研究において、ほとんどの児童が問題を解く「手

がかり」や「手がかり」を基に考えた「新しい算数

の？（はてな）」を自分で見いだすことができるよう

になったことから、児童の統合的・発展的に考察す

る力を伸ばすことができたと考える。しかし、その

力の到達度や伸びには個人差がある。今後も継続し

て児童に統合的・発展的に考察させる取組を進める

ことで、数学的に考える資質・能力が育成され、数

学的な見方・考え方も更に豊かになると考える。 

イ 効果的だった手立てについての考察 

 授業の導入において、振り返り活動における児童

の問いを教師がいくつか精選して取り上げ、全体で

共有することで、記述できる児童が徐々に増えてき

た。そこで、児童同士で振り返りシートの記述を読

み合う共有の仕方に変えたところ、児童の多様な考

えを引き出すことができた。また、それぞれの児童

の振り返りシートの記述に対し、教師が毎回フィー

ドバックを行った。統合的・発展的に考えられてい

ない場合にも、振り返りシート上での教師との対話

を通して、児童は自分の問いを洗練させていった。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

  

１ 研究の成果 

 振り返り活動における児童の問いを起点にした授

業展開を行うことは、統合的・発展的に考察する力

を育成するために有効な手立てであることが分かっ

た。他にも、児童が自分たちでめあてを設定したり、

まとめの内容を考えたりすることができるようにな

ったこと、授業の導入で問題を設定する際に児童が

自ら問題を予想したり、授業終了後にも算数の学習

内容について考え続けたりする姿が見られたことも

本研究の成果である。これらは、児童自身が既習の

学習内容とのつながりを見いだすことができていた

からではないかと考える。 

 

２ 研究の課題 

 それぞれの児童の振り返りシートの記述の内容

の質は徐々に向上してきた。しかし、考えたことを

対話の中では表現できるが、振り返りシートに記述

することは困難な児童もいた。このことから、発達

段階や児童の実態に合わせて、ペアやグループでの

対話形式の振り返りを取り入れることも考えられ

る。また、振り返りシートにおける問いの書き方が

固定化してしまう児童がいた。記述できる児童が増

えた段階で、多面的に思考している児童の記述を取

り上げることも考えられる。 

 

３ 所属校の研究とのつながり 

 本校では、自立的に問題解決する児童の育成を目

指している。本研究においては、振り返り活動にお

ける児童の問いを起点にした授業展開を行った。こ

のような主体的・協働的に問題解決する学習過程を

通して、児童に問題解決のプロセスを身に付けさせ

ることで、自分で解決策を見付けたり、新たな問題

を見いだしたりすることができるようになり、学習

に自立的に取り組むことができるようになると考

え、本研究を進めた。本研究は、第５学年の児童を

対象に一つの学習単元で行ったが、統合的・発展的

に考察する力を育成するために、低学年から段階的・

継続的に授業研究を推進していきたい。 

 

【注】 
(1) 詳しくは、文部科学省（平成30年）：『小学校学習指導要
領（平成29年告示）』東洋館出版pp.21-22を参照されたい。 

(2) 詳しくは、片桐重男（2017）：『数学的な考え方の具体化』
明治図書pp.148-169を参照されたい。 

(3) 詳しくは、文部科学省（平成30年）：『小学校学習指導要
領（平成29年告示）解説算数編』日本文教出版p.7を参照さ
れたい。  
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